
苫前町小中学校
書道美術展

　１１月２７日（土）公民館フェスティバルで苫前商業高

校生によるＴｏｍａＣａｆｅ（とまカフェ）が開かれた。

「もちもち米べー」など生徒開発商品の販売実習のほ

か同校卒業生で札幌市のカフェで店長を務める喫茶

店のコーヒー豆を使用したドリップコーヒーなどの

テイクアウト販売が行われた。

　例年、札幌市などで行われる販売実習は全て中止

となったが、今年初めてともあり開店時間前から行

列ができ１時間ほどで完売となる盛況であった。

■苫前町表彰式･･･2
■シリーズ苫前商業高等学校　ほか･･･3
■町営合葬墓 開眼供養　ほか･･･4
■年末年始の各施設・機関の業務　ほか･･･5
■健康ばんざい･･･6
■地域包括ケアだより･･･7
■介護保険ガイド･･･8
■国民年金　ほか･･･９
■学びの広場･･･10
■住まいる情報･･･11～13
■令和２年度町の決算について･･･14～15
■小中学生書道美術展ギャラリー･･･16

人　口／2,902人（男／1，401人：女／1,501人）
世帯数／1,477世帯　　　 　　 （11月30日現在）

Ｔｏｍａ Ｃａｆｅ 開店
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こ
の
表
彰
は
、
政
治
、
経
済
、
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
な
ど

の
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を

は
じ
め
、
永
年
勤
続
者
で
業
務
に
精

励
さ
れ
た
方
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ

た
個
人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
毎
年
　
月
３
日
の
文
化
の
日

１１

に
あ
わ
せ
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
表
彰
は
、
教
育
文
化
ス

ポ
ー
ツ
に
お
け
る
功
労
表
彰
に
１
名
、

自
治
・
社
会
福
祉
に
お
け
る
勤
続
表

彰
に
３
名
、
そ
し
て
町
政
振
興
の
た

め
に
寄
附
を
さ
れ
た
１
名
１
企
業
に

感
謝
状
を
授
与
し
た
。

　
ま
た
、
満
　
歳
以
上
で
町
内
に
　

８０

６０

年
以
上
在
住
し
、
家
業
等
を
通
じ
町

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
　
名
に
も
感

２９

謝
状
と
記
念
品
を
町
長
が
各
ご
自
宅

を
訪
問
し
、
授
与
を
行
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
福
士
敦
朗
町
長
よ

り
「
本
町
発
展
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
献
身
的
な
ご
助
力
、
ご
協
力
を

続
け
ら
れ
て
い
る
方
。
町
政
振
興
の

た
め
、
善
意
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
人

が
数
多
く
い
る
こ
と
は
、
郷
土
愛
の

表
れ
で
町
の
誇
り
。
厳
し
い
社
会
情

勢
の
な
か
今
後
も
町
民
の
幸
せ
と
町

政
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
一
層
の

努
力
を
誓
い
、
今
後
と
も
貴
重
な
経

験
を
も
っ
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　
阿
部
俊
一
町
議
会
議
長
は
「
皆
様

方
の
長
き
に
亘
り
献
身
的
か
つ
普
段

の
ご
努
力
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
明
日
の
苫
前
町
を
よ
り
豊

か
な
町
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆

様
方
の
力
添
え
、
ご
協
力
と
そ
の
貴

重
な
お
力
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
こ

れ
か
ら
の
苫
前
町
の
発
展
の
た
め
に

よ
ろ
し
く
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
功
労
表
彰
を
受

賞
し
た
花
井
秀
昭
さ
ん
は
「
こ
の
栄

え
あ
る
受
賞
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
苫
前
町
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も

微
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。

　（
敬
称
略
）

　
令
和
３
年
度
苫
前
町
表
彰
式
が
、
　

月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に
あ
わ

１１

せ
て
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
本
町
の
発
展
の
礎
と
な
ら
れ
、
各
分
野
で
ご
尽
力
さ
れ
た
受
賞
者
の

方
々
に
、
心
か
ら
の
賞
賛
と
感
謝
の
言
葉
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
捧
げ
、

祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

苫
前
町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

令
和
３
年
度
 苫
前
町
表
彰
式

◆ 功労表彰

〔教育文化スポーツ功労〕

　花井　秀昭（岩　見）

　苫前町教育委員として３期12年にわたり、
教育行政の振興発展に貢献した。

◆ 勤続表彰

〔自治関係〕

　谷田　　孝（小　川）
　駐在員として５年以上にわたり地域の町民
に対する伝達事項及び調査関係事務などに尽
力している。

　島田　信宏（古丹別）

　交通安全指導員として30年以上にわたり
地域の交通安全推進に尽力している。

〔社会福祉関係〕

　清水　辰雄（香　川）
　社会厚生委員として10年以上にわたり地
域社会及び住民福祉の向上に尽力している。

◆ 感 謝 状

〔寄　附〕

　後藤　靜子（札幌市）
　橋場産業株式会社（古丹別）

　町に寄附をし、町政の振興に寄与した。

〔永年在住〕
　石岡　チヨ子、伊藤　キミヱ、伊藤　　ミセ
　伊藤　美智子、伊藤　　ミネ、大川　　園三

　大西　　定二、川口　みよ子、川森　三惠子
　故・黒田茂一、古村　　記子、古村　　良洋
　佐々木　明子、佐々木　久子、佐々木　 子
　清水　　辰雄、関口　喜美子、田口　　哲夫
　中 　　忠雄、中 　　久子、 田　　悦子
　野宮　勝治郎、林　　惠美子、林　　千代美
　藤田　知江子、松田　　敏夫、松 　　和子
　山本　　　繁、八代　　安子

　満80歳以上で苫前町内に60年以上在住し、
家業等を通じ町の発展に貢献した。

令和３年度 苫前町表彰
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　今回は10月から生徒会長として活躍している森井柚稀さんにインタビュー。森井さんは、校内だけでは
なく、未来ビジョンミーティングやＴＤＫ（苫前少年少女体験教室）のボランティアスタッフ、農家さんで
のアルバイト、自転車ツーリング完走と、いつも動き回っているアクティブな生徒会長です。
　まず、一番知りたい「苫前町の魅力」についてからインタビューをスタートしました。森井さんは江別
市出身。苫前町では「人とのつながり」を実感し、あたたかい気持ちになることがとても増えたこと、こ
れが一番の魅力です！と即答。インターンシップでお世話になった認定こども園の園児達やＴＤＫで知り
合った小学生に声を掛けられたり、アルバイト先の農家の方々との会話から、自分の存在というものを確
認できてうれしいと分析していました。また、未来ビジョンミーティングの大人達との出会いも、とても
大きいとのこと。メンバー同士、時にははげしく意見を戦わせる場面に最初は少し驚きましたが、一緒に
活動していると、それは「我が町の未来を真剣に考えている」からで、全員同じ思いがあるからこそのぶ
つかり合いであると感じているそうです。生徒会長として仲間と物事を進めていく難しさに悩むこともあ
りますが、学校を盛り上げたい、楽しい高校生活をみんなが送られるように、自分もいろいろな人と話し
をしたいと答えてくれました。
　先日、札幌圏の中学生を招いた体験入学を行いました。中学生やその保護者からの質問の中で、本校を

受検した理由について質問を受けた森井さん。「私は、中学３年の時に不登校
でした。でもこのままではいけない、前に進まなければと思い本校を受検しま
した。苫商生となり、大人の事情で押さえつけられず自分が出せるようになっ
たこと、生徒も町民も人が少ない分、人とのつながりがあり、自分が必要とさ
れていると感じることができます」。このように答えておりました。
　将来の夢は幼児教育の道に進むこと。苫前町に戻ってくることができたらい
いなと思いますと笑顔でインタビューを終えました。

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧 川 直 子

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校
「生徒会長にインタビュー」

認
定
古
丹
別
こ
ど
も
園
 お
ゆ
う
ぎ
会

認
定
苫
前
こ
ど
も
園
 お
ゆ
う
ぎ
会

　
北
海
道
の
酪
農
と
牛
乳
、
乳

製
品
へ
の
共
感
を
持
つ
こ
と
を

目
的
と
し
て
北
海
道
牛
乳
普
及

協
会
が
主
催
の
令
和
３
年
度

「
牛
や
ミ
ル
ク
の
あ
る
風
景
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
苫
前
中

学
校
（
明
田
豊
校
長
）
の
村
井

絵
真
さ
ん
（
３
年
）
が
最
高
賞

と
な
る
北
海
道
知
事
賞
を
受
賞

し
た
。
同
校
の
山
口
太
雅
く
ん

（
３
年
）
が
金
賞
、
若
狭
煌
斗

く
ん
（
３
年
）
が
銅
賞
を
受
賞

し
た
。

　
北
海
道
知
事
賞
を
受
賞
し
た

村
井
さ
ん
は
「
し
わ
を
細
か
く

描
く
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
上

手
く
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話

し
、
山
口
く
ん
は
「
つ
む
じ
の

毛
が
様
々
な
方
向
に
向
い
て
い

て
描
く
の
に
苦
労
し
た
」
若
狹

く
ん
は
「
明
る
い
所
と
影
の
色

を
は
っ
き
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
古
丹
別
中
学
校
（
西

山
智
章
校
長
）
の
白
府
叶
大
く

ん
（
３
年
）
も
入
選
を
果
た
し

た
。
　
白
府
く
ん
は
「
牛
の
目
を
本

物
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
た
。
今
回
の
結
果
か
ら
自

分
に
自
信
が
つ
い
た
」
と
話
し

た
。
　
両
校
で
美
術
の
指
導
を
し
て

い
る
梅
原
賢
伸
教
諭
は
「
牛
の

毛
並
み
や
顔
、
ま
た
背
景
も
よ

く
観
察
し
た
こ
と
で
細
部
ま
で

し
っ
か
り
と
描
け
て
い
る
」
と

話
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
・
入
選

作
品
は
、
令
和
４
年
１
月
　
日
１３

～
　
日
に
帯
広
市
藤
丸
デ
パ
ー

１７
ト
７
階
、
１
月
　
日
～
　
日
に

１７

２３

札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
、
１

月
　
日
～
　
日
に
札
幌
東
急
百

２０

２４

貨
店
９
階
で
そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ

れ
る
。

北海道知事賞受賞 牛やミルクのある風景絵画コンクール
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月
　
日（
木
）苫
前
町
第

１０

２８

２
号
墓
地
苫
前
霊
園
内
に
あ

る
苫
前
町
合
葬
墓
の
開
眼
供

養
が
執
り
行
わ
れ
、
　

月
１

１１

日
よ
り
利
用
受
付
が
開
始
さ

れ
た
。

　
合
葬
墓
は
、
多
く
の
方
々

の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る

新
し
い
形
の
お
墓
で
、
少
子

高
齢
や
核
家
族
化
に
よ
り
お

墓
の
継
続
管
理
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
町
民
の
方
々
の
声

に
対
応
す
る
た
め
、
町
営
墓

地
に
あ
る
お
墓
か
ら
遺
骨
を

移
す
方
や
無
縁
故
者
な
ど
が

対
象
と
な
る
。

　
ま
た
利
用
に
あ
た
っ
て
、

事
前
に
申
請
を
行
い
、
町
か

ら
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
合
葬
墓
の
利
用
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
役
場
住
民
生
活

課
ま
で
。

緯
０
１
６
４
・
６
４
・
２
２
１
３

町営合葬墓 開眼供養

　
　
月
８
日（
月
）町
公
民
館

１１
に
て
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が

公
演
さ
れ
、
苫
前
小
学
校
、

古
丹
別
小
学
校
の
生
徒
と
教

員
合
わ
せ
て
約
１
５
０
人
が

生
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

　
演
奏
者
ヘ
ブ
ン
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
５

名
。
サ
ッ
ク
ス
や
ド
ラ
ム
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
い
っ
た

様
々
な
楽
器
を
奏
で
て
、
Ｊ

ポ
ッ
プ
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
と

い
っ
た
多
く
の
人
気
の
あ
る

曲
が
演
奏
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
も
、
手
拍
子
で
演
奏
に
合

わ
せ
る
こ
と
で
全
員
が
一
体

と
な
っ
て
音
を
奏
で
て
い
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
最
後
の
曲
で

は
、
ジ
ャ
ズ
風
に
変
え
た
各

小
学
校
の
校
歌
が
披
露
さ
れ

た
。
　
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
り
子

ど
も
た
ち
は
「
初
め
て
ジ
ャ

ズ
を
聴
い
た
け
ど
面
白
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

わくわくジャズコンサート

　
　
月
　
日（
金
）古
丹
別
中

１１

１２

学
校
（
西
山
智
章
校
長
）
の

１
年
生
　
名
に
よ
る
町
お
こ

１２

し
プ
ラ
ン
発
表
会
が
行
わ
れ

た
。
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

　
月
に
増
毛
町
で
の
地
域
研

１０修
や
事
後
学
習
に
よ
る
学
習

成
果
と
し
て
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
た
苫
前
町
の
Ｐ
Ｒ
」「
規

格
外
の
食
べ
物
を
有
効
活
用

し
よ
う
」「
ま
ち
の
特
産
品
を

使
っ
た
加
工
品
の
開
発
」、

「
熊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
熊

グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
の
４

つ
の
プ
ラ
ン
を
保
護
者
や
町
、

教
育
委
員
会
関
係
者
に
プ
レ

ゼ
ン
を
行
っ
た
。

　
発
表
で
は
、
先
行
事
例
か

ら
の
成
功
案
や
樹
脂
粘
土
で

加
工
品
の
サ
ン
プ
ル
な
ど
よ

く
内
容
が
練
ら
れ
工
夫
を
凝

ら
し
た
発
表
と
な
っ
て
い
た
。

古中１年生が町おこしプランを提案

　
　
月
２
日（
火
）る
も
い
農

１１
業
協
同
組
合
苫
前
水
稲
推
進

部
会
（
村
上
親
之
部
会
長
）

の
３
名
が
町
役
場
教
育
長
室

を
訪
れ
、
今
年
収
穫
し
た
新

米
の
「
な
な
つ
ぼ
し
」
３
俵

（
１
８
０
茜
）を
町
内
の
子
ど

も
た
ち
に
と
寄
贈
さ
れ
た
。

　
水
稲
推
進
部
会
か
ら
新
米

の
寄
贈
は
今
年
で
５
年
目
。

　
村
上
部
会
長
は
「
今
年
は

天
候
が
良
く
、
品
質
の
い
い

お
米
が
収
穫
で
き
た
。
苫
前

町
の
子
ど
も
た
ち
に
ぜ
ひ
食

べ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
開
発
教
育
長
は
「
子
ど
も

た
ち
に
苫
前
町
の
新
米
の
魅

力
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
っ
か

り
と
説
明
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
新
米
は
、　１１

月
　
日（
月
）か
ら
学
校
給
食

１５
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

新米を子どもたちに ～るもい農協苫前水稲推進部会～

　
　
月
４
日（
木
）町
役
場
町

１１
長
室
で
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
青
少
年
健
全
育
成
功
労

者
）
を
受
賞
し
た
早
川
日
出

利
さ
ん
へ
の
伝
達
が
宇
野
留

萌
振
興
局
長
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
早
川
さ
ん
は
、
平
成
　
年
１６

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
苫

前
町
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議

会
会
長
と
し
て
、
環
境
美
化

活
動
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
や

地
域
文
化
を
伝
え
る
「
百
人

一
首
」
等
の
支
援
に
取
り
組

み
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と

環
境
づ
く
り
の
推
進
活
動
が

認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞

と
な
っ
た
。

　
表
彰
が
終
わ
り
早
川
さ
ん

は
「
立
派
な
も
の
を
頂
き
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
。
こ
れ

か
ら
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝

い
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

早川日出利さん　北海道社会貢献賞を受賞
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年末年始の町内各施設・機関の業務については、下記のとおりとなっております。
なお、ご不明な点などありましたら、各担当窓口までお問い合わせください。

し尿くみ取り業務 歯科診療所の診療ゴミ収集車の運行
葛年末
12月24日（金）まで平常どおり営業
葛年始
１月６日（木）から平常どおり営業

【お問合せ】
 住民生活課環境生活係
 緯 64－2213

ななかまどの館 とままえ温泉ふわっと患者輸送車の運行
葛年末
12月29日（水）まで平常どおり営業
葛年始
１月６日（木）から平常どおり営業

【お問合せ】
 ななかまどの館
 緯 65－4351

※12月16日以降の申込みは、年内
のくみ取りができない場合があり
ます。お申し込みは、苫前環境産
業㈲ 64－2939へお願いします。

葛年末
12月27日（月） 古丹別
12月28日（火） 苫　前
葛年始
１月４日（火） 苫　前
１月５日（水） 古丹別

【お問合せ】
 保健福祉課
 保健係
 緯 64－2215

葛年末
12月30日（木）まで平常どおり収集
葛年始
１月４日（火）から平常どおり収集

【お問合せ】
 住民生活課
 環境生活係
 緯 64－2213

年末・年始も平常どおり営業

【お問合せ】
 とままえ温泉ふわっと
 緯 64－2810

葛年末
12月29日（水）まで平常どおり運行
葛年始
１月４日（火）から平常どおり運行
〔運行休止日〕
12月30日（木）～１月３日（月）まで

【お問合せ】
 保健福祉課保健係
 緯 64－2215

いずれも
午後から
の診療

券
犬
鹸

いずれも
午前のみ
診療

券
犬
鹸

役場・古丹別支所業務

苫前クリニック
苫前厚生クリニック
苫前クリニック（苫前）
葛年末 12月30日（木）まで平常どおり
葛年始 １月４日（火）から平常どおり
〔休診〕12月31日～１月３日
【お問合せ】
 苫前クリニック 緯 64－9070

苫前厚生クリニック（古丹別）
葛年末 12月29日（水）まで平常どおり
葛年始 １月４日（火）から平常どおり
〔休診〕12月30日～１月３日
【お問合せ】
 苫前厚生クリニック 緯 65－3535

葛年末
12月30日（木）まで平常どおり
葛年始
１月６日（木）から平常どおり

【お問合せ】
 住民生活課住民係
 緯 64－2213
 古丹別支所
 緯 65－3311

葛年末 12月30日（木）まで平常どおり
葛年始 １月６日（木）より平常どおり

公 民 館

地域社会貢献事業 まちの施設を整備していただきました

　株式会社東北建設（小島英人代表取締役）が11
月８日～９日に町道苫
前西２条線道路側溝の
改修整備を地域社会貢
献事業として実施して
いただきました。
　ありがとうございま
した。

　11月14日に苫前パークゴルフ場で苫前パーク
ゴルフ愛好会（佐藤閧
夫会長）がグリーン周
りの芝に肥料の散布な
どの整備を実施してい
ただきました。
　ありがとうございま
した。

苫前パークゴルフ場の芝整備～苫前パークゴルフ愛好会～町道道路側溝の改修 ～株式会社東北建設～

年末年始の町内各施設・機関の業務ら知 せお

葛年末 12月30日（木）まで平常どおり
葛年始 １月６日（木）より平常どおり

　　　　　　　　【お問合せ】
　　　　　　　　 苫前町公民館
　　　　　　　　 緯 65－4076

図書室・スポーツセンター
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今
回
は
、
特
定
健
康
診
査
と
健

康
管
理
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
健
康
局
で
は
、
令

和
３
年
　
月
　
日
に
供
コ
ロ
ナ
下

１０

１５

で
の
「
新
・
健
康
生
活
の
ス
ス
メ
」僑

を
発
表
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
Ｐ

Ｄ
Ｆ
が
　
月
　
日
同
省
の
ホ
ー
ム

１０

１８

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
一
般

向
け
と
自
治
体
・
企
業
・
団
体
向

け
の
２
種
類
あ
り
、「
お
う
ち
時

間
」
を
「
健
康
づ
く
り
」
の
き
っ

か
け
に
、
生
活
も
、
世
の
中
も
大

き
く
変
わ
っ
た
今
は
健
康
づ
く
り

の
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の
機
会
に
『
新
・

健
康
生
活
』
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
」
と
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
一
般
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

Ａ
３
二
つ
折
り
と
な
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
下
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
同
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
一
般
の
方
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

２
０
２
１
年
　
月
　
日
版
倆
抜
粋

１０

１５

出
典：

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
町
内
で
は
、　

歳
以
上
の
苫
前

４０

町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
及
び

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
被
保
険
者
に
対
し
、
次
の
医
療

機
関
で
特
定
健
康
診
査
（
後
期
の

方
は
健
康
診
査
）
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
町
の
集
団
健
診
や
病

院
で
の
個
別
健
診
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
受
診
く
だ
さ
い
。

〈
受
診
期
限
〉

　
令
和
４
年
２
月
末
ま
で

〈
予
約
方
法
〉

　
直
接
、
下
記
の
機
関
へ
、
お
早

め
に
連
絡
し
、
御
予
約
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
方
は
予
約
時
に
特
定
健

康
診
査
受
診
券
の
有
無
を
確
認
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
準
備
し
、

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

「「
新新
・・
健
康
生
活
の
ス
ス
メ
」の
紹

健
康
生
活
の
ス
ス
メ
」の
紹
介介
とと

健
康
診

健
康
診
査査（
個
別

（
個
別
））に
つ
い

に
つ
い
てて

今
月
の
担
当
は
 新
田
保
健
師
長
 で
す

……………………………………………………………………………… ざ康ばん健 い

健 康
ばんざい

（
ｈｔｔ
ｐ
ｓ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｍ
ｈｌ
ｗ
．ｇ
ｏ
．ｊ

ｐ
/ｓｔｆ
/ｓｅｉｓａ

ｋ
ｕ
ｎｉｔｓ
ｕｉｔｅ
/ｂ
ｕ
ｎ
ｙ

ａ
/ｋ
ｅ
ｎ
ｋ
ｏ
ｕ
＿ｉｒ
ｙ
ｏ
ｕ
/ｋ
ｅ
ｎ
ｋ
ｏ
ｕ
/ｕ

ｎ
ｄ
ｏ
ｕ
/ｉｎ
ｄ
ｅ
ｘ
＿０
０
０
０
８
．ｈｔ
ｍ
ｌ
）

特
定
健
康
診
査

（
個
別
）委
託
機
関
の
お
知
ら
せ

連絡先

（電話番号）
委託医療機関名

64－9070
苫前クリニック

（苫前町字苫前）

65－3535
苫前厚生クリニック

（苫前町字古丹別）

62－6060

北海道立羽幌病院

（羽幌町栄町）

※国保のみ対象

〈個別健診の委託医療機関〉



広報とままえ 12月号　７頁

………………………………………………………………………よ包括ケ りアだ地域

お問合せ　　苫前町地域包括支援センター　緯 64－2215

★「元気いきいき教室」が始まりました ★
　今年は、新型コロナウイルス感染症

による緊急事態宣言の影響により、１

クール目（５月～８月開催）は中止と

なり、２クール目からの開催となりま

した。

　当初10月からの予定でしたが、緊急

事態宣言が解除になってからと言うこ

とで、１ヶ月遅れの１１月から令和４年

１月末までの３ヶ月間集中して行われ

ます。

　毎回、札幌市から北海道総合在宅ケ

ア事業団の理学療法士であります渡辺

晋輔先生が来町し、運動方法の実践を

行っています。

　また、教室に併せて作成された「元

気いきいき体操」を自宅で取り組める

よう、アドバイスも行っております。

　今回、２名の方が該当となり、参加いただいておりますが、11月18日に２回目の教室が終了し、

少しずつ取り組んだ効果が見え始めているとのことでした。

　この後の教室は、言語聴覚士によるお口の体操や飲み込みなど

についての講義、歯科衛生士による口腔ケアの講話や、町の管理

栄養士による食事の講話が併せて行われます。

　３ヶ月後には体重の減少、膝や腰の痛みの軽減など効果が現れ

るよう、栄養と運動のお話を聞きながら、引き続き頑張っていき

ます。

　令和４年１月25日（火）の寿いきいき教室は、町の管理栄
養士による「高齢者の栄養」と題した講話を行う予定です。

噛事業のお知らせ噛
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お問合せ　　苫前町保健福祉課福祉係　緯 64－2215

【福祉用具購入費の支給について】
　日常生活の自立を助けたり、介護者の負担を軽くするために購入した特定福祉用具（入浴や排せつの
ために用いる貸与になじまないもので厚生労働大臣が定めるもの）の購入に対し、申請に基づき、支払金
額の９割（一定以上所得者は８割または７割）が介護保険の給付費として払い戻しされるサービスです。
○支給の対象
　・・腰掛便座（ポータブルトイレ、便座の底上げ部材を含む）
　・・特殊尿器（自動排せつ処理装置の交換部品）　・・簡易浴槽
　・・入浴補助具（浴槽用手すり、入浴用いす、入浴用介助ベルト等）　・・移動用リフトのつり具
※ご注意ください※
　・・ご自身に適した福祉用具を選ぶためにも、購入前に、担当ケアマネージャーまたは地域包括支援セ
ンターへご相談ください。

　・・福祉用具販売の指定を受けている事業所から購入した場合にのみ保険給付の対象となります。
　・・要介護度にかかわらず、毎年４月から翌年３月までの１年間で10万円（支給は９万円～７万円）が
上限額となります。同一品目は原則１年に１回のみが支給対象です。

【住宅改修費の支給について】
　介護に必要な手すりの取付け、段差解消などの小規模な住宅改修を行う場合、厚生労働大臣が定めた
改修の種類であれば、申請に基づき、支払金額の９割（一定以上所得者は８割または７割）が介護保険
の給付費として払い戻しされるサービスです。
　苫前町では、本制度を利用する際に「償還払い」のほか、一時的な負担軽減を行い住宅改修制度を利用
しやすくするため、「受領委任払い※」制度を定めています。（詳細は手続きの流れをご覧ください）
○支給の対象
　・・手すりの取付け　・・段差の解消　・・引き戸などへの扉の取り替え
　・・滑りにくい床材及び移動しやすい床材又は通路面の材料の変更　・・洋式便器などへの便器の取替え
　・・その他上記の住宅改修にともなって必要となる改修工事
○手続きの流れ

※ご注意ください※
　・・事前申請が必要です。担当ケアマネージャーまたは地域包括支援センターへご相談ください。
　・・改修後の申請はお受けできません。
　・・要介護度にかかわらず、20万円（支給は18万円～14万円）が上限額となります。
　・・介護保険被保険者証に記載された住所での改修が対象となります。
　・・住宅の新築に伴う改修やリフォームは支給対象になりません。
　・・転居や要介護度が著しく高くなった場合は、再度支給を受けることができます。

介護保険で利用できるサービスについて

つくろう健康　幸せの未来づくり

介 護 保 険 ガ イ ド

…………………………………………………………………………… イ介護保 ド険ガ

受領委任払い償還払い

ケアマネージャー等に相談し、本制度の登録
事業者を選びます。

ケアマネージャー等に相談します。
①相談・検討

工事を始める前に、住宅改修が必要な理由書や申請書、改修予定箇所の写真（日付入）等、必
要書類を提出し、改修の申請をします。

②申請

・・審査結果を受けてから着工します。
・・改修後、写真を撮影します（日付入）。
・・改修費用の１割～３割を事業者に支払いま
す。

・・審査結果を受けてから着工します。
・・改修後、写真を撮影します（日付入）。
・・改修費用をいったん全額自己負担して事業
者に支払います。

③工事・支払い

工事が完了したら、１割～３割分の領収書や
改修が完成した写真（日付入）等を提出します。

工事が完了したら、領収書や改修が完成した
写真（日付入）等を提出します。

④工事完了の手続き

支給決定通知書が届いた後、登録事業者へ９
割～７割分の住宅改修費が振り込まれます。

支給決定通知書が届いた後、指定口座へ９割
～７割分の住宅改修費が振り込まれます。

⑤改修費の支給


